
2016
（平成28年）

Tsuyama Public RelationsTsuyama Public Relations 8
No.741

特集　次世代につなぐ平和への思い ❷
市政だより（ふるさとの夏を満喫しよう！
　　　　　　津山の夏祭り ほか） ❹
ふぉとるぽ 12
けいじばん 14
あの頃の津山 23
きらめく津山人  24



特 集   次世代につなぐ 平和 への思い

特 集

風
化
さ
せ
た
く
な
い
戦
争
の
事
実

　

被
爆
体
験
者
が
高
齢
化
す
る
中
、「
戦
争

の
悲
惨
さ
や
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
を
後
世
に
伝

え
て
い
か
な
け
れ
ば
」
と
い
う
強
い
思
い
で
、

体
験
者
か
ら
話
を
聞
き
、
こ
の
記
念
誌
を
作

り
ま
し
た
。

　

体
験
者
の
中
に
は「
思
い
出
し
た
く
な
い
」

と
口
を
開
こ
う
と
し
な
い
人
や
、
当
時
の
悲

惨
な
状
況
が
よ
み

が
え
っ
て
声
を
詰

ま
ら
せ
た
り
涙
を

流
し
た
り
す
る
人

も
い
ま
し
た
。

　

こ
の
記
念
誌
に

は
「
も
う
二
度
と

戦
争
を
し
て
は
い

け
な
い
」
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
次
世
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
や
多
く
の
皆
さ
ん
に
読
ん
で
も
ら
い

た
い
」
と
思
い
、
市
内
の
小
中
学
校
や
高
等

学
校
、
大
学
、
図
書
館
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

過
去
の
事
実
を
知
っ
て
も
ら
い
、
こ
れ
か
ら

の
日
本
の
あ
り
方
や
未
来
の
平
和
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
と
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

被
爆
し
た
父
が
わ
た
し
に
語
っ
た
こ
と

　

当
時
、
広
島
に
住
ん
で
い
た
父
は
、
８
月

６
日
の
朝
、
食
事
を
取
ろ
う
と
箸
を
持
っ
た

瞬
間
、
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
、
意
識
を
無

く
し
ま
し
た
。
幸
い
、
仲
間
に
助
け
出
さ
れ

て
野
戦
病
院
に
収
容
さ
れ
ま
し
た
が
、
左
耳

の
下
に
刺
さ
っ
て
い
た
窓
ガ
ラ
ス
の
破
片
を

抜
き
取
る
際
に
動
脈
が
切
れ
、
大
量
出
血
し

て
危
篤
状
態
が
続
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
津

山
に
帰
っ
て
か
ら
も
原
因
不
明
の
高
熱
が
続

き
、
生
死
を
さ
ま
よ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

父
は
「
何
度
も
救
わ
れ
た
こ
の
命
を
大
切

に
生
き
て
き
た
。
お
ま
え
も
命
を
大
切
に
し

て
ほ
し
い
」
と
よ
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。

父
の
思
い
を
引
き
継
い
で

　

父
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
始
め
た
「
津
山

市
民
平
和
祭
」
は
、
今
年
で
30
年
目
を
迎
え

ま
す
。
父
は
平
成
20
年
に
亡
く
な
り
ま
し
た

が
、
縁
あ
っ
て
、
わ
た
し
も
６
年
前
か
ら
そ

の
責
任
者
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。
情
熱

を
持
っ
て
活
動
し
て
い
た
父
の
様
子
を
、
ず

っ
と
一
緒
に
活
動
し
て
き
た
メ
ン
バ
ー
か
ら

聞
く
と
、
心
に
熱
い
も
の
が
ぐ
っ
と
込
み
上

げ
て
き
ま
す
。

　

再
び
悲
惨
な
戦
争
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、

平
和
の
大
切
さ
や
命
の
尊
さ
を
伝
え
て
い
く

こ
と
に
力
を
注
い
で
い
き
た
い
で
す
。

  
次
世
代
に
つ
な
ぐ

平
和
へ
の
思
い

　

戦
後
71
年
が
経
過
し
、
戦
争
と
い
う
事
実
が
風
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
年
々
、
戦
争
を
体
験
し
た

人
が
少
な
く
な
る
中
、
戦
争
の
悲
惨
さ
や
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
の
体
験
記
『
世

界
平
和
を
願
っ
て 

被
爆
70
周
年
記
念
誌
』
の
作
成
に
携
わ
っ
た
お
二
人
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

 
秘
書
広
報
室
☎
32
‐
２
０
２
９

悲惨な戦争を二度と
繰り返さないために

岡山県美作被爆二世の会
  会長　木原 賢一さん（林田）

今
も
思
い
出
す
悲
惨
な
光
景

　

昭
和
20
年
６
月
、
わ
た
し
は
広
島
の
１
３

９
部
隊
に
入
隊
し
、
新
し
く
編
成
さ
れ
た
自

動
車
隊
に
配
属
さ
れ
、
山
口
県
で
実
践
訓
練

を
し
て
い
ま
し
た
。

　

８
月
６
日
の
朝
、
中
隊
長
か
ら
「
今
朝
８

時
ご
ろ
、
部
隊
本
部
が
あ
る
広
島
に
ア
メ
リ

カ
が
新
型
爆
弾
を
落
と
し
、
広
島
が
全
滅
し

た
。
至
急
、
部
隊
本
部
に
戻
っ
て
救
援
作
業

に
当
た
れ
」
と
命
令
が
あ
り
、
急
い
で
広
島

に
向
か
い
ま
し
た
。

　

広
島
に
到
着
す
る
と
、
一
面
焼
け
野
原
で
、

何
と
も
言
え
な
い
悪
臭
が
漂
っ
て
い
ま
し
た
。

焼
け
た
服
が
皮
膚
に
く
っ
付
く
ほ
ど
、
ひ
ど

い
や
け
ど
を
し
て
い
る
け
が
人
た
ち
を
臨
時

の
救
護
所
へ
運
び
ま
し
た
。
救
護
所
は
、
け

が
人
で
溢あ
ふ

れ
返
り
「
痛
い
」「
苦
し
い
」「
水

を
飲
ま
せ
て
」
と
い
う
何
度
も
繰
り
返
さ
れ

る
悲
痛
な
叫
び
に
、
心
が
締
め
付
け
ら
れ
る

よ
う
な
や
る
せ
な
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
目
の
前
で
次
々
と
け
が
人
が

死
ん
で
い
く
状
況
と
、
死
体
か
ら
発
生
す
る

悪
臭
な
ど
に
よ
り
、
水
し
か
喉の

ど

を
通
ら
な
く

な
り
、
や
が
て
高
熱
と
激
し
い
下
痢
で
体
調

を
崩
し
ま
し

た
。
仲
間
た

ち
も
次
々
に

体
調
が
悪
く

な
っ
て
い
き

ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
状

況
の
中
で
も
、

ミ
イ
ラ
の
よ

う
に
な
っ
た

死
体
や
破
れ

た
腹
の
中
で

ウ
ジ
虫
が
動
い
て
い
る
死
体
を
、
バ
ラ
バ
ラ

に
な
ら
な
い
よ
う
に
そ
っ
と
ト
タ
ン
板
に
乗

せ
て
、
臨
時
の
火
葬
場
へ
運
ぶ
作
業
を
続
け

ま
し
た
。

　

71
年
が
経
っ
た
今
で
も
、
あ
の
時
の
光
景

が
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
て
、
決
し
て
忘
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

二
度
と
戦
争
を
し
て
ほ
し
く
な
い

　

原
爆
に
よ
る
被
害
は
想
像
を
絶
す
る
も
の

で
、
多
く
の
人
た
ち
の
人
生
を
一
変
さ
せ
て

し
ま
う
も
の
で
し
た
。
一
瞬
に
し
て
広
島
や

長
崎
で
多
く
の
人
が
亡
く
な
り
、
生
き
残
っ

た
人
も
そ
の
後
、
白
血
病
や
が
ん
な
ど
の
後

遺
症
に
苦
し
み
、
病
気
と
闘
い
な
が
ら
生
き

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
原
爆
の
被
爆
者
と
い

う
こ
と
で
差
別
を
受
け
、
苦
し
ん
だ
人
も
多

く
い
ま
し
た
。
戦
争
は
憎
し
み
し
か
生
ま
ず
、

何
の
罪
も
な
い
人
も
多
く
犠
牲
に
な
り
ま
す
。

核
兵
器
や
戦
争
が
無
く
、
世
界
中
の
人
が
平

和
に
暮
ら
せ
る
世
の
中
に
な
る
こ
と
が
、
わ

た
し
た
ち
の

願
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら

も
わ
た
し
た

ち
は
、
戦
争

や
原
爆
の
恐

ろ
し
さ
と
、

平
和
の
大
切

さ
を
次
世
代

に
伝
え
て
い

き
た
い
と
思

い
ま
す
。

広島市での原子爆弾投下直後にできたキノコ雲広島市での原子爆弾投下直後にできたキノコ雲
（撮影：米軍、写真提供：広島平和記念資料館）（撮影：米軍、写真提供：広島平和記念資料館）

広島で見たものは、
この世の地獄だった

岡山県原爆被爆者会津山支部
  支部長　山本 弘さん（里公文）

第
30
回
津
山
市
民
平
和
祭

■
平
和
パ
ネ
ル
展

と
き　

８
月
１
日
㈪
〜
７
日
㈰

※ 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
セ
レ
モ
ニ
ー
＝
８
月

１
日
㈪
午
前
９
時
〜

と 

こ
ろ　

８
月
１
日
㈪
〜
５
日
㈮
＝
市
役

所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
、
８
月
６
日
㈯
〜

７
日
㈰
＝
市
立
図
書
館
前
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
ア
ル
ネ
・
津
山
４
階
）

内 

容　

平
和
に
関
す
る
写
真
パ
ネ
ル
や
資

料
の
展
示
な
ど

■ 

あ
さ
の
あ
つ
こ
さ
ん
と
語
る
平
和
の
つ

ど
い

　

平
和
で
戦
争
が
無
い
世
界
の
実
現
に
向

け
て
語
り
合
い
ま
す
。

と
き　

８
月
７
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

と 

こ
ろ　

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
津
山
リ
ー
ジ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
大
田
）

ゲ
ス
ト　

あ
さ
の
あ
つ
こ
さ
ん
（
作
家
）

参
加
費　

無
料
（
申
し
込
み
不
要
）

■
夏
休
み
親
子
体
験
平
和
バ
ス
ツ
ア
ー

と
き　

８
月
27
日
㈯
午
前
７
時
30
分
出
発

と
こ
ろ　

市
役
所
東
側
駐
車
場
集
合

行 

き
先　

広
島
平
和
記
念
資
料
館
（
広
島

市
）

定 

員　

40
人
（
先
着
順
）

参 

加
費　

高
校
生
以
上
＝
１
５
０
０
円
、

小
・
中
学
生
＝
１
０
０
０
円

申 

込
方
法　

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直

接
申
し
込
む

締
め
切
り　

８
月
10
日
㈬

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

 
人
権
啓
発
課
（
ア
ル
ネ
・
津
山
５
階
）

☎
31
‐
０
０
８
８
、

31
‐
２
５
３
４

『世界平和を願って 被爆70周年記念誌』『世界平和を願って 被爆70周年記念誌』焼け野原となった広島市内（撮影：林 重男氏、
写真提供：広島平和記念資料館）

加茂中学校での平和学習加茂中学校での平和学習
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市
政
だ
よ
り

C
i
t
y
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n
f
o
r
m
a
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n

花火花火  5,0005,000  発発

ごんごおどり会場

和っしょい！ 津山踊り会場

ソシオ一番街

　６日㈯は総勢約2,000人が、ごんご通りを熱く踊りながら練り歩
きます。また、７日㈰の花火では、津山初の打ち上げとなる「グラ
デーション花火」が夜空を彩ります。
　そのほかにも、音楽フェスティバルやトニーヒロタ（ものまねタレ
ント）のものまねショーなど、ステージイベントが盛りだくさんです。
※花火は小雨決行。荒天時は翌日に順延
 同実行委員会事務局（観光振興課内）☎32-2082

8/6 ㈯午後１時～
ごんごおどり＝

午後５時～

8/7 ㈰午後１時～
和っしょい！ 津山＝

午後２時～
花火＝午後８時～

津山納涼ごんごまつり津山納涼ごんごまつり
ＩＮ 吉井川ＩＮ 吉井川

津山納涼ごんごまつり津山納涼ごんごまつり
ＩＮ 吉井川ＩＮ 吉井川

　標高400ｍの地で澄んだ空気に発色す
る鮮やかな花火が印象的です。ステー
ジイベントや屋台など、地元の人のお
もてなしで、懐かしいふるさとの雰囲
気を感じながら夏の夜を楽しめます。
※花火は小雨決行
 阿波出張所地域振興課☎32-7042

阿波ふるさとふれあい納涼星空祭り阿波ふるさとふれあい納涼星空祭り阿波ふるさとふれあい納涼星空祭り阿波ふるさとふれあい納涼星空祭り 花火花火  300300  発発
8/13 ㈯午後６時30分～９時
花火＝午後８時45分～

かもの夏まつりかもの夏まつりかもの夏まつりかもの夏まつり
8/14 ㈰午後７時～10時30分
花火＝午後９時50分～

花火花火  1,0001,000  発発

　山に囲まれたこの地の花火は、
大音響で迫力十分！ 地元の人た
ちによる屋台と音楽演奏などのス
テージイベントがまつりを盛り上
げます。
※ 雨天の場合、屋台やステージイベントは加茂町スポーツセンターで実施
し、花火は翌日に順延
 同実行委員会（作州津山商工会加茂支所内）☎42-2092

津山市職員採用資格試験を行います
 〒708-8501津山市山北520人事課（市役所３階）☎32-2043

避難行動要支援者名簿を
整備します

 生活福祉課☎32-2063

　「避難行動要支援者名簿」は、登録者の情報を事前に警
察署や消防団、民生委員などに提供して、災害時の円滑な
避難支援や安否の確認に役立てるものです。
　今後、現在の名簿で事前提供に未同意の人や登録対象と
思われる人に登録用紙を送付しますので、必要事項を記入
（代筆可）して返送してください。
対象
●要介護３～５の認定を受けている人
●身体障害者手帳１・２級を所持している人
●療育手帳Ａを所持している人
●精神障害者福祉手帳１級を所持している人
● 津山市の障害福祉サービスを受けている難病患者　など
※ 高齢者などで、災害時に自力で避難することに不安があ
る人も受け付けます。詳しくは、お問い合わせください

募集職種 採用人員 受験資格

事務職
(短大・高校卒) １人程度

平成７年４月２日～平成11年４月１日までに生まれた人で、短期大学、高等専門学校、専
修学校もしくは高等学校等を卒業、または平成29年３月31日までに卒業見込みの人
※ 学校教育法に基づく大学（短期大学を除く）を卒業、または平成29年３月31日までに
卒業見込み、もしくは独立行政法人大学評価・学位授与機構からの学士の学位を授与さ
れた、あるいは平成29年３月31日までに授与される見込みの人は受験できません

事務職
（身体障がい者

対象）
１人程度

昭和51年４月２日～平成11年４月１日までに生まれた人で、次のすべてに当てはまる人
①身体障害者手帳の交付を受けている
②自力通勤が可能で、介護者無しで職務の遂行が可能
③ 活字印刷文による出題（筆記試験）と口述試験（面接試験など）に対応できる
※試験会場で配慮が必要な人は、必ず申し込みの際にご相談ください

土木技術職 １人程度
昭和61年４月２日以降に生まれた人で、学校教育法に基づく大学、短期大学、高等専門学
校、専修学校（専門課程の修了年限が２年以上のものに限る）もしくは高等学校で土木の
専門課程を修了している、または平成29年３月31日までに卒業見込みの人

建築技術職 １人程度

次のいずれかに該当する人
① 昭和61年４月２日以降に生まれた人で、一級建築士資格を有する、または平成29年３
月31日までに資格を取得見込みの人
② 昭和63年４月２日以降に生まれた人で、二級建築士資格を有する、または平成29年３
月31日までに資格を取得見込みの人
③ 昭和63年４月２日以降に生まれた人で、学校教育法に基づく大学、短期大学、高等専門
学校、専修学校（専門課程の修了年限が２年以上のものに限る）もしくは高等学校で建
築の専門課程を修了している、または平成29年３月31日までに卒業見込みの人

保健師 １人程度 昭和63年４月２日以降に生まれた人で、保健師免許を有する、または平成29年３月31日
までに免許取得見込みの人

津山市男女共同参画
市民アンケート調査
 津山男女共同参画センター「さん・さん」

☎31-2533

　市では「男女がともにさんさんと輝けるま
ち津山」の実現に取り組んでいます。
　今後の男女共同参画施策の参考資料とする
ため、男女共同参画に関するアンケート調査
を実施します。
　アンケート用紙が届いた人は、調査にご協
力をお願いします。
対 象　市内に住民票を有する18歳以上の2,000
人（無作為抽出）
郵送時期　８月上旬
回答期限　８月21日㈰
※ 調査内容は、利用目的以外に使用すること
はありません

ふるさとの夏を満喫しよう！ 津山の夏祭り

とき　９月18日㈰午前９時30分～　ところ　津山市役所本庁舎
申 込方法　人事課または各支所・出張所担当課に備え付けの申込書（市ホームページから印刷可）に記入し、
郵送または直接申し込む
受付期間　８月３日㈬～25日㈭午後５時15分必着
※詳しくは、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください
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　市では、子育てを地域の会員同士で支え合う組織「津山ファミリー・サポート・センター」（通称：ファミ・
サポ）を運営しています。６月末現在の会員数は、依頼会員547人、提供会員380人、両方会員77人の合計
1,004人です。育児を支援してもらいたい人や、子育てを応援したい人は、ぜひ、入会してみませんか。
　詳しくは、お問い合わせください。
■サポートの流れ（依頼会員の場合）

 ～人と人をつなぎ、子どもに笑顔を～
津山ファミリー・サポート・センター会員募集

 津山ファミリー・サポート・センター（津山男女共同参画センター「さん・さん」内：アルネ・津山５階）
☎31-8753

『ミニさろん』毎月開催中！
　子育て中の親子が気楽に立ち寄り、気分転換できる場です。会員でない人の参加も歓迎します。
とき　毎月第４水曜日（12月を除く）午前10時30分～正午
ところ　さん・さん
内容　子どもを遊ばせながら参加者同士で話をしたり、提供会員に話を聞いてもらったりするなど

こちらもご利用く
ださい

こちらもご利用く
ださい

　熱中症は屋外だけでなく、就寝中など屋内にいる時
にも発症することがあります。特に体温調節機能が低
いとされる乳幼児や高齢者は、注意が必要です。症状
や対応方法について理解し、しっかり予防しましょう。
■熱中症の症状
　 めまい、痛みを伴う筋肉のけいれん、頭痛、吐き気、
嘔吐、のどの渇き、多量の発汗、意識障害など

熱中症にご用心！
 健康増進課☎32-2069

　子育て中に病気になったり、家族の看護などで育
児ができなくなったりした時、近くに子どもを見て
くれる人がいなくて困ったことはありませんか。
　そのような時には、子どものショートステイ
（子育て短期支援事業）をご利用ください。
対象　次のすべてに当てはまる家族
　 ①子ども・保護者とも市内に在住し、住民票を
有する②子どもの年齢が18歳未満
利 用できる事例　保護者の病気や出産、看護、事
故、冠婚葬祭、出張、学校などの公的行事への
参加、または育児疲れの場合など
利用可能日数　１回につき７日間まで
利 用料（日額）　２歳未満＝5,350円、２歳以上
＝2,750円
利 用施設（児童養護施設）　わかば園（二宮）、立
正青葉学園（西寺町）、津山二葉園（林田）
申 込方法　印鑑を持参の上、こども子育て相談室
に直接申し込む
※ 利用中の医療費や行事などに参加する費用など、
別途実費が必要な場合があります
※ 世帯の市県民税の課税状況により、利用料が減
額される場合があります
※ 空き状況など、詳しくはお問い合わせください

子どものショートステイ
 こども子育て相談室（津山すこやか・こども

センター内）☎32-7027

■特別児童扶養手当所得状況届
　８月以降の支給の要否を確認するため、所得状況届
を提出してください。
　支給停止中の人も必ず提出してください。
■特別障害者手当等現況届
　障害児福祉手当、特別障害者手当、経過的福祉手当
を受給している人は、現況届を必ず提出してください。
････････････････････････････････････････････････
受付期間　８月12日㈮～９月12日㈪
ところ　障害福祉課または各支所・出張所担当課

特別児童扶養手当所得状況届と
特別障害者手当等現況届
 障害福祉課（市役所１階10番窓口）☎32-2067

32-2153、または各支所・出張所担当課 　８月以降も児童扶養手当の受給を希望する人は、
必ず現況届を提出してください。支給停止中の人
も必ず提出してください。
　２年間未提出の場合は、受給資格
が消滅します。
　なお、対象者には、必要書類など
を記載した案内を７月下旬に郵送します。現況届
は窓口に用意していますので、必要書類などを持
参の上、本人が直接窓口に来てください。
受 付期間　８月１日㈪～31日㈬午前８時30分～
午後５時15分（金曜日は、津山すこやか・こ
どもセンターのみ午後７時まで受け付けます）
ところ　こども課または各支所・出張所担当課
※本庁舎こども課分室では受け付けできません
※詳しくは、お問い合わせください

児童扶養手当の現況届
 こども課（津山すこやか・こどもセンター内）
☎32-2065、または各支所・出張所担当課

　対象者には、必要書類などを記載した案内を８月
上旬に郵送します。必要書類などを持参の上、障害
福祉課または各支所・出張所担当課へ提出してくだ
さい。詳しくは、お問い合わせください

入会
サポート内容の説
明を聞いて会員登
録をします

顔合わせ
依頼会員とその子
ども、提供会員が
事前に顔合わせを
行い、サポート内
容を確認します

サポート依頼
依頼会員はサポー
トが必要になった
らセンターへ事前
に連絡。センター
は提供会員に連絡
します

サポート
サポートをお願い
する当日、依頼会
員は提供会員に子
どもの様子を伝え
ましょう

援助活動終了
サポートが終わっ
たら依頼会員は報
告書を確認後、サ
インをして、提供
会員に報酬を直接
支払います

熱中症を予防するには
・ 炎天下での外出を控え、外出する時は、日傘や帽
子をかぶる
・室内の気温が28度を超えないように気をつける
・ 小まめに水分を補給し、汗をかいたら塩分も補給
する
・ 運動中に具合が悪くなったら、すぐに運動を中止
する　など

熱中症にかかったら、または、かかった人を見
かけたら
・風通しの良い日陰や冷房の効いた所に移動する
・水分や塩分を補給する
・冷やした濡れタオルなどで体を冷やす
・ 自力で水が飲めなかったり、意識がなかったりし
たら、救急車を呼ぶなどして、早めに医療機関で
治療を受けさせる　など

Ｑ　どんなことを頼めるのですか？
Ａ 　保育園・小学校の迎えや預かり、放課後児
童クラブへの送り迎え、親の通院や急用の時
の預かり、学校行事の時の下の子の預かりな
ど、子育てで困った時にはご相談ください
Ｑ　どんな人がサポートしてくれますか？
Ａ 　子育てに関心がある人で、退職した人や働
きながら空いた時間に活動する人、子育て中
の人などです

Ｑ　サポート中のけがや事故が心配です
Ａ 　万が一に備え、補償保険に加入していま
す。また、安全にサポートしていただける
よう知識や技術を身に付ける講習会も開催
しています
Ｑ　用事があったら断ることはできますか？
Ａ　ご都合が悪ければ、断ることもできます。
　 依頼会員には複数の提供会員を紹介してい
ます。ほかの都合が付く人にお願いします

■料金表
料金

（活動報酬）
１時間
まで

以降30
分ごと

平日（7：00～19：00） 500円 250円
早朝・夜間

700円 350円土・日・祝日・
年末年始
軽度の病児

■サポートの例（センターより）
　上の子の参観日に、下の子のサポートをお
願いした依頼会員からは「参観がゆっくりで
きたので、とても助かりました」との声が届
きました。
　ご夫婦でサポートしてくださった提供会員
からは「よく懐いてくれて、楽しい時間でし
たよ」とお話しいただきました。
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　津山市住民自治協議会とは、小学校区または連合町内会支部の区域を単位として、地域のさまざまな団体が
連携し、地域が抱える課題の解決に向けて取り組む組織のことです。市では、その活動を支援しています。
　今年度は新たに２つの地域が加わり、合計10地域が取り組むことになりました。
　一人の“少し”の力を、地域の皆さんで“大きな”力に変えて、自分たちが暮らす地域を盛り上げてみませ
んか。住民自治協議会の設立を希望する地域は、お気軽にお問い合わせください。

■住民自治協議会を立ち上げている地域とその主な取り組み
地域名 これまでの主な取り組み 備考
阿波 あば村運営協議会による高齢者の交通支援、ガソリンスタンドの運営など（写真1）

今年度
継続

上加茂 三世代グラウンドゴルフ大会の開催、地域新聞の発行など
新加茂 大学生やＮＰＯと連携した農産物の活用、地域新聞の発行など（写真2）
広戸西 ウォーキング大会の開催など
高倉 荒廃した里山を活用したふれあい拠点の整備、プレーパークの開催など
鶴城 周辺地域の史跡を巡る歴史ウォーキング大会の開催など
高田 地域の歴史研究や発表など（写真3）
城西 高齢者などの生活支援「おたすけ隊」事業、「まちばの寺子屋」など（写真4）
佐良山 「歴史文化・歌」「環境」「安全・福祉」「子ども」の４つのプロジェクトで活動

今年度
新規田邑 「独居高齢者への助け合い」「交通手段確保」「地域での子育てと郷土愛」「地域の魅

力づくりと若者の定住」などの仕組みづくり

 みんなで支え合い、活力ある地域づくりを目指して
住民自治協議会の取り組みを紹介します

 協働推進室（市役所３階）☎32-2032

高田地域では、地元の歴史への理解を深めるため、調査
研究と発表を積極的に行っています

城西地域では、「まちばの寺子屋」として地域ボランティ
アによる学習支援や料理教室を盛んに開催しています

高齢化率が44.2％にも上る阿波地域では、課題である高
齢者の交通手段を地域で支えています

新加茂地域では、サツマイモの栽培・販売を通じて、美
作大学生やＮＰＯと協力して地域づくりに励んでいます

　鳥獣害対策用の電気柵は、人への感電などの危険を防止するため、電気事業法により設置方法が定められて
います。現在設置している人やこれから設置する人は、次の
方法で感電事故の防止に向けた適切な対応をお願いします。
電気柵の安全確保の方法
電気柵用電源装置を使用する

　 電気柵の電気を30ボルト以上（コンセント用の交流100ボ
ルトなど）の電源から供給するときは、電気用品安全法の
基準を満たす電気柵用電源装置を使用する
漏電遮断器を設置する

　 ①の場合で、公道沿いなど、人が容易に立ち入ることができる場所に設置する場合は、15ミリアンペア以
上の漏電が起こった時、0.1秒以内に電気を遮断することのできる漏電遮断器を設置する
危険表示を行う

　周囲の人目につきやすい位置に、見やすい文字で「危険」「さわるな」「あぶない」などの危険表示を行う

鳥獣害対策用電気柵の安全確保をお願いします
 森林課（市役所４階）☎32-2078

電気柵用電源装置電気柵用電源装置 危険表示危険表示

　国民年金保険料は月額16,260円ですが、まとめて支払うことにより保険料が安くなります。６カ月前納を
選択した場合、毎月納付した場合と比べて口座振替で1,110円、現金納付で790円お得です。詳しくは、お問
い合わせください。
口座振替による保険料額と割引額

平成28年度 ６カ月前納
（４～９月、10月～翌年３月分）

１年前納
（４月～翌年３月分）

２年前納
（４月～翌々年３月分）

保険料 96,450円 191,030円 377,310円
割引額 1,110円 4,090円 15,690円

申 込方法　保険年金課、または津山年金事務所に備え付けの口座振替申出書に基礎年金番号や金融機関口座番
号などを記入し、指定口座の金融機関の届出印を押印して、直接申し込む
※10月～翌年３月分までの口座振替による６カ月前納の申込期限は、8月31日㈬です
※１年前納、２年前納の申し込みは平成29年度分からになります

国民年金保険料の納付は前納がお得です
 保険年金課（市役所１階７番窓口）☎32-2072、または各支所・出張所担当課、

津山年金事務所（田町）☎31-2363

　交通事故など本人以外の行為によって治療を受けた場合、その治療費は加害者と被害者双方が過失割合に応
じて負担します。健康保険を使って治療を受けた時は、必ず届け出を
してください。詳しくは、お問い合わせください。
届 け出が必要な場合　相手方のある交通事故やけんかなどによるけが、
飲食店などでの食中毒、上記以外の第三者の行為によるけがや病気
届 出先　国民健康保険・後期高齢者医療保険加入者＝保険年金課・各
支所・出張所担当課、その他の健康保険加入者＝加入している健康
保険の窓口
持ってくるもの　健康保険証、印鑑（スタンプ印不可）、交通事故証明書
※届け出が無いけがなどの治療は、その原因を問い合わせることがあります

交通事故などが原因の治療は届け出が必要です
 保険年金課（市役所１階８、９番窓口）☎32-2071

交通事故 けんか

食中毒
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　市では、交通安全について正しい知識を持ち、
交通事故の防止に役立ててもらうため、学校や地
域の集会所などに交通指導員が出向いて、交通安
全教室を行っています。
　随時、申し込みを受け付けています。
開 催日　月・火・木・金曜日（祝日は除く）
内 容　道路交通法に基づいた交通講話、視聴覚教
材や実技、レクリエーションを交えた指導など
対 象　保育所（園）や幼稚園、小・中学校、町内会、
老人クラブ、親子クラブなどのグループ単位
申込方法　電話または直接申し込む（先着順）

交通安全教室の受け付け
 環境生活課（市役所１階１番窓口）☎32-2056

　市では、かけがえのない自然環境を守り、次世代に引き継ぐため、持続可能な「低炭素都市 津山」を目指
して「津山市第２次環境基本計画」を策定しました。この計画は、平成28年度から平成
37年度までの10年間の、津山市の環境に対する基本的な方針や考え方を定めたものです。
　今回の計画では新しい視点として、環境教育・環境学習の推進や自然環境に配慮した行
動のできる「人材育成」や「低炭素・エネルギー・循環型社会」への対応、市民意識調査
で多くのご意見をいただいた「防犯・防災・空き家対策」や「地域コミュニティの活性化」
などを取り上げています。
　また、20項目の数値目標と７項目の市民満足度の向上を目指します。

  環境将来像

「刻（とき）を積み いのちはぐくむ水、土、緑 未来につなぐ にぎわいのまち」
４つの環境分野と７つの代表的な取り組み

津山市第２次環境基本計画を策定しました
 低炭素都市推進室（市役所１階１番窓口）☎32-2051

ひと
　環境を大切にした持続可能で
次世代のことを考えた生活を自
ら実行する人々が、豊かに結び
合うまちを目指します。
①環境基本計画推進組織の支援
②環境学習推進プロジェクト

しぜん
　自然を敬い、保全するととも
に再生に取り組み、自然との豊
かな結びつきを取り戻したまち
を目指します。
③自然保全プロジェクト
④地球温暖化対策プロジェクト

まち
　津山に暮らす人々が住んでい
ることを誇りに思い、将来にわ
たって住み続けたいまち、全国
の人が暮らしたくなるようなま
ちを目指します。
⑤交通低炭素化プロジェクト

しくみ
　エネルギーや資源を大切にす
ることで、消費量を減らし、循
環型社会を構築するとともに、
ごみのポイ捨てや不法投棄の無
い、美しいまちを目指します。
⑥津山エネルギー導入プロジェクト
⑦ごみゼロ大作戦

　強い日差しを遮り、涼しげな夏を演出してくれるグリーンカーテン＊。皆さんがこの夏、育てたグリーンカー
テンの写真を応募してみませんか。応募作品は、10月上旬に市役所１階市民ロビーで展示します。
＊ グリーンカーテンとは、ゴーヤやアサガオなどのつる性植物を利用した天
然のすだれのこと
応 募資格　市内に在住または勤務している人、または市内の学校・事
業所などの団体
応 募方法　低炭素都市推進室または各支所・出張所担当課に備え付け
の応募用紙（市ホームページから印刷可）に必要事項を記入し、完
成したグリーンカーテンの写真を添付して直接または郵送で提出
締め切り　９月９日㈮（当日消印有効）

「グリーンカーテン作品展」写真作品を募集します
〒708-8501津山市山北520低炭素都市推進室（市役所1階１番窓口）☎32-2051

※ 津山市第２次環境基本計画は、市ホームページや低炭素都市推進室の窓口でご覧いただけます。詳しくは、
お問い合わせください

　定められた方法以外でごみを捨てることや、自分の所有している土地であっても無許可で埋め立て処分をす
ることは、不法投棄であり犯罪です。
　津山市の豊かな自然を守るためには、市民の皆さんの協力が
不可欠です。「不法投棄をしない、させない、許さない」環境
づくりに力を合わせて取り組みましょう。

不法投棄は犯罪です！！
 環境事業課（市役所４階）☎22-8255

● 草刈りを行う（下草が生えている場所が狙われやす
い傾向にあります）
●ごみをこまめに拾う（ごみがごみを呼びます）
● 鳥居を模したものや花壇を作るなど、捨てにくい環
境にする
●人が容易に立ち入れないようにロープなどを張る
※ 市では、関係機関と連携し、改善指導、防止対策（不
法投棄禁止看板や監視カメラの設置）、不法投棄禁
止についての啓発などを行っています

夜行タスキを配布しています
　市では、夜間、安全に歩行するため
の夜光タスキを配布しています。
配 布場所　環境生活課または各支所・
出張所担当課
配布数　１人につき１本（先着順）
※詳しくは、お問い合わせください

守ってますか？
犬を飼うためのルール

 環境生活課☎32-2055

　犬を飼うときに他人に迷惑を掛けないことは最低限
のルールです。飼い主のマナー違反が周りの住民に大
変な迷惑を掛けます。
　適切な飼い方で、周りに迷惑や危
害を及ぼさない心配りが大切です。
人と動物が共生できる地域となるよ
う、ルールやマナーを守りましょう。
適切な飼い方をしましょう
●散歩する時は犬をリードなどでつなぐ
●道路や公園など、散歩中の犬のフンは始末する
●自宅の庭先でも犬のフンは放置しない
● 迷い犬になってしまった時のために鑑札と注射済票
を首輪・胸輪に付けておく　など
犬の登録と予防注射　
　飼い犬には、一生に一度の登録と、１年に１回の狂
犬病予防注射を受けることが法律で定められています。
※詳しくは、お問い合わせください

　不法投棄の行為者が不明な場合に
は不法投棄ごみの処理費用
は、土地所有者など、管理
者に求めることがあるんだって

　不法投棄をすると５年以下の懲役また
は1,000万円以下の罰金（法人には３
億円まで加重）が課されることがあります

不法投棄をさせないためにはココが
ポイント

●環境事業課　☎22-8255
　または各支所・出張所担当課
●津山警察署生活安全課　☎25-0110
●美作県民局環境課　☎23-1243

不法投棄を見つけたらお知らせください
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　６月の環境月間に合わせて、美しいまちづくり
運動の一環として吉井川、宮川、藺

い

田川の３河川
で河川清掃が行われました。
　この取り組みは、昭和48年から実施され、今年
で44回目です。この日は、町内会や事業者団体な
ど、約1,900人が参加し、ごみを拾ったり、草を
刈ったりして河川の美化を図りました。

第44回河川清掃
みんなで協力して美しいまちに

親子エコフェスタ2016
低炭素都市津山へ向けて、今からできること

　親子で環境について学び、体験することで、環境
に優しい生活を実践するためのきっかけづくりがで
きるイベント、親子エコフェスタが開催されました。
　ソシオ一番街やアルネ・津山などの会場で、地元
企業のほか、高校・高専・大学の生徒や学生を中心
に、さまざまな体験コーナーが設けられ、参加者は
楽しみながら、環境について学んでいるようでした。

　津山市城東重要伝統的建造物群保存地区内にあ
る旧苅田家住宅が、国指定重要文化財に指定され
ることに伴い、５月27日～29日に主屋などが一
般公開され、３日間で約660人が訪れました。訪
れた松本まつのさん（西新町）は「こんなに大きな
規模の建物が残っていることを誇りに思います。
地元の貴重な財産です」と話してくれました。

旧苅田家住宅の一般公開
津山の文化財に興味津々

６月４日津山陸上競技場（志戸部）
縁結びサポーター登録研修

６月11日美作大学（北園町）

美作学講座～津山市史関連研究から～
「報徳運動の展開と二宮金次郎像」

高畑隆之さん、
侑佳さん、茉依さん（上田邑）

津山東高等学校食物調理科津山東高等学校食物調理科
販売コーナー販売コーナー

感情認識パーソナル感情認識パーソナル
ロボット・ペッパーも登場ロボット・ペッパーも登場

発電した電気でしゃぼん玉発電した電気でしゃぼん玉

エコかるたエコかるた

　６月10～14日、津山市と友好交流都市縁組を
結ぶサンタフェ市（米国）の高等学校の生徒や教
師など17人が津山市を訪れました。
　期間中、市内の高校で書道や華道などを通じ交
流しました。一行は、衆楽園を散策した後、迎賓
館で折り紙やうちわ作りを体験するなど、日本の
文化に触れながら互いに交流を深めました。

サンタフェ市高校生訪問団の津山市訪問
文化を通じ国境を越えた交流

　８月に行うサマーキャンプの練習として、中央公
民館（大谷）でつやま子ども野外塾が開催され、市
内の小学生41人が参加しました。
　参加者は慣れない手つきで野菜などを切ったり、
煙で涙目になりながら火を起こしたりするなど、み
んなで協力しながら調理しました。料理ができると
歓声を上げ、互いに喜びを分かち合っていました。

2016つやま子ども野外塾　第２回（野外調理）
チームワーク抜群

沼本次男さん（福井）

廃材を使った椅子作り廃材を使った椅子作り

オープニングセレモニーオープニングセレモニー

松ぼっくり釣り松ぼっくり釣り

６月26日津山市加茂町文化センター（加茂町塔中）
エスペリアフェスタ2016

古谷陽菜さん（新野小５年生）
古谷竜大さん（新野小１年生）
水島寧華さん（柵原東小４年生）

太鼓やダンスなど、いろ
いろなステージイベント
を見ることができて、と
ても楽しかったです

美土路繁昭さん（上高倉）

６月12日美作大学

つやま子ども☆未来塾『美作大学社会福祉
学科美作福祉部隊リカイヒロメタインジャ
ーと一緒に「障がい」について学ぼう』

美作大学リカイヒロメ美作大学リカイヒロメ
タインジャータインジャー

手先が不自由な人の疑似体験
や劇などで、さまざまな障が
いのあり方について、親子で
理解を深めることができまし
た

津山市の若者のために少しで
も力になれるようにと思い研
修に参加し、縁結びサポータ
ーにも登録しました。頑張り
ます

二宮尊徳先生から受けた徳や
恩に報いるという報徳運動の
考え方を学び、これからの生
活で大切にしていこうと思い
ます
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（
お
知
ら
せ
、
募
集
）

●市県民税 第２期

●介護保険料
（普通徴収） 第３期

●国民健康保険料
（普通徴収） 第２期

●後期高齢者医療保険料
（普通徴収）

第２期

（６月１日現在）

（納期限：8月31日㈬）

8月28日㈰  午前9時～午後4時
納税課（市役所2階1番窓口）

日曜納税窓口

 人口 103,206人 （前月比△40）
 男 49,311人 （同△11）
 女 53,895人 （同△29）
 世帯 44,853世帯 （同△3）

 転入 206人 転出 196人
 出生 81人 死亡 131人

５ 月中のひとの動き

8 月 の 納 税

お
知
ら
せ

土
地
家
屋
調
査
士
の
日

登
記
無
料
相
談
会

と
き　

８
月
１
日
㈪
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ　

法
務
局
津
山
支
局
（
田

町
）

相
談
内
容　

土
地
の
分
筆
、
地
目

変
更
、
相
続
、
売
買
、
贈
与
、

新
築
・
増
築
の
表
示
登
記
な
ど

問
岡
山
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
津

山
支
部
☎
24
‐
３
０
０
４

出
張
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
臨
時
窓
口

と
き　

８
月
18
日
㈭
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

津
山
す
こ
や
か
・
こ
ど

も
セ
ン
タ
ー

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
津
山
（
山
下
）

☎
35
‐
２
６
７
２

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

マ
ザ
ー
ズ
コ
ー
ナ
ー

子
ど
も
連
れ
で
就
職
相
談
が
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と
き　

平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分

と
こ
ろ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
津
山

設
備　

相
談
ブ
ー
ス
、
求
人
検
索
、

キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
、
お
む
つ
交

換
台
、
授
乳
ス
ペ
ー
ス

※
事
前
予
約
に
よ
り
優
先
対
応
可

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
津
山
マ
ザ
ー
ズ

コ
ー
ナ
ー
☎
35
‐
２
６
７
３

悩
み
ご
と
無
料
相
談

と
き　

月
・
水
・
金
曜
日
午
前
10

時
〜
午
後
５
時
（
祝
日
除
く
）

と
こ
ろ　

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
つ
や
ま
（
津
山
圏
域
雇
用

労
働
セ
ン
タ
ー
内
：
山
下
）

相
談
内
容　

労
働
、
福
祉
、
債
務
、

法
律
な
ど

※
裁
判
な
ど
実
務
依
頼
は
費
用
要

問
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
つ

や
ま
☎
35
‐
２
４
３
３

「
相
談
」
は
22
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す

農
業
振
興
地
域
内
農
用
地
か
ら

の
除
外
は
期
限
内
に
申
し
出
を

農
業
振
興
地
域
内
の
農
用
地
を

転
用
し
、
農
地
以
外
と
し
て
使
用

す
る
場
合
、
事
前
に
農
振
農
用
地

か
ら
の
除
外
手
続
き
が
必
要
で
す
。

受
付
期
間　

８
月
１
日
㈪
〜
31
日

㈬
問
農
業
振
興
課
（
市
役
所
４
階
）

　

☎
32
‐
２
０
７
９

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
（
農
地
の
利

用
状
況
調
査
）
を
実
施
す
る
際
に

は
、
農
地
内
に
立
ち
入
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

と
き　

８
月
〜
９
月
中
（
予
定
）

目
的　

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
、

農
地
の
利
用
促
進
な
ど

問
農
業
委
員
会
事
務
局
（
農
業
振

興
課
内
）
☎
32
‐
２
１
５
９

剪せ
ん

定
枝
の
チ
ッ
プ
無
料
提
供

と
き　

８
月
24
日
㈬
午
後
１
時
〜

４
時
（
無
く
な
り
次
第
終
了
）

と
こ
ろ　

津
山
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
相
撲
場
横
（
勝
部
）

持
っ
て
く
る
も
の　

ス
コ
ッ
プ
、

袋
な
ど

問
土
木
課
☎
32
‐
２
０
９
２

道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
道
路
清
掃

道
路
の
大
切
さ
を
広
く
伝
え
る

た
め
の
清
掃
活
動
で
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き　

８
月
28
日
㈰
午
前
７
時
〜

９
時

と
こ
ろ　

市
内
幹
線
道
路

問
管
理
課
☎
32
‐
２
０
８
９

「
相
談
」
は
22
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す

合
同
就
職
面
接
会
と
交
通
費
助
成

■
合
同
就
職
面
接
会

と
き　

８
月
10
日
㈬
午
後
１
時
30

分
〜
４
時

と
こ
ろ　

津
山
鶴
山
ホ
テ
ル
（
東

新
町
）

対
象　

35
歳
以
下
の
求
職
者
（
平

成
29
年
３
月
に
大
学
な
ど
を
卒

業
す
る
予
定
の
人
を
含
む
）、
Ｉ

Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
希
望
者

※
履
歴
書
は
不
要

※
県
外
在
住
の
津
山
市
出
身
で
平

成
29
年
３
月
卒
業
予
定
者
（
就

活
学
生
登
録
要
）
に
交
通
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
合
同
就
職
面
接
会
に
関
す
る
こ

と
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
津
山
求
人

企
画
部
門
☎
35
‐
２
６
７
５
、

交
通
費
助
成
に
関
す
る
こ
と
＝

仕
事
・
移
住
支
援
室
（
津
山
圏

域
雇
用
労
働
セ
ン
タ
ー
内
：
山

下
）
☎
24
‐
３
６
３
３

新
規
学
卒
者
等
就
職
奨
励
金

平
成
28
年
４
月
以
降
に
就
職
し

た
新
規
学
卒
者
な
ど
に
就
職
奨
励

金
を
支
給
し
ま
す
。

奨
励
金
額　

３
万
円
（
就
活
学
生

登
録
者
に
は
２
万
円
を
加
算
）

対
象　

次
の
す
べ
て
に
当
て
は
ま

る
人
①
平
成
28
年
４
月
１
日
以

降
に
常
用
雇
用
者
と
し
て
市
内

の
民
間
事
業
所
に
就
職
し
た
②

市
内
に
住
所
を
有
す
る
③
学
校

を
卒
業
ま
た
は
中
退
し
て
３
年

以
内
で
あ
る

※
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
仕
事
・
移
住
支
援
室
☎
24
‐
３

６
３
３

お
盆
の
特
別
集
中
就
職
相
談
会

津
山
圏
域
へ
の
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン

就
職
を
お
考
え
の
人
は
、
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と
き　

８
月
12
日
㈮
〜
19
日
㈮
午

前
９
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

津
山
圏
域
無
料
職
業
紹

介
セ
ン
タ
ー
（
津
山
圏
域
雇
用

労
働
セ
ン
タ
ー
内
）

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む

問
津
山
圏
域
無
料
職
業
紹
介
セ
ン

タ
ー
☎
24
‐
３
６
３
３

戦
没
者
等
遺
族
へ
の
特
別
弔
慰
金

軍
人
・
軍
属
な
ど
と
し
て
戦
争

で
亡
く
な
ら
れ
た
人
の
遺
族
の
う

ち
、
支
給
要
件
を
満
た
す
人
に
、

国
が
特
別
弔
慰
金
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
内
容　

額
面
25
万
円
の
記
名

国
債
（
年
に
５
万
円
ず
つ
５
年

間
）

申
請
期
限　

平
成
30
年
４
月
２
日

※
記
名
国
債
の
交
付
に
は
長
期
間

を
要
し
ま
す

問
生
活
福
祉
課
（
市
役
所
１
階
12

番
窓
口
）
☎
32
‐
２
０
６
３

青
空
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
中
止

と
き
・
と
こ
ろ　

８
月
13
日
㈯
＝

カ
イ
ン
ズ
ホ
ー
ム
津
山
店
（
高

野
本
郷
）、
８
月
14
日
㈰
＝
ウ

エ
ス
ト
ラ
ン
ド
（
二
宮
）

問
環
境
事
業
課
☎
32
‐
２
２
０
３

募　
　

集

北
部
高
等
技
術
専
門
校（
川
崎
）

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル 

参
加
者

と
き　

①
８
月
25
日
㈭
②
10
月
７

日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分
と
こ
ろ　

北
部
高
等
技
術
専
門
校

訓
練
科　

電
気
設
備
科
、
木
造
建

築
科
、
木
工
科

対
象　

入
校
を
希
望
す
る
、
ま
た

は
訓
練
に
関
心
の
あ
る
人

申
込
期
間　

①
８
月
１
日
㈪
〜
22

日
㈪
②
９
月
５
日
㈪
〜
10
月
４

日
㈫

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
北
部
高
等
技
術
専
門
校
☎
26
‐

１
１
２
５

秋のスポーツ教室参加者募集
■ 第２期にこにこ体力トレーニング教
室
と き　９月９日～12月16日の金曜日
　午前９時30分～11時
ところ　津山総合体育館
定員　60人程度
申込期間　８月２日㈫～18日㈭
■ 第２期ふれあいニュースポーツ教室
とき　９月14日～11月16日の水曜日
　午前９時30分～11時30分
ところ　津山総合体育館ほか
定員　50人程度
申込期間　８月９日㈫～25日㈭
■ 第２期ふれあいグラウンド・ゴルフ
教室
とき　９月14日～11月16日の水曜日
　午前９時30分～11時30分
と ころ　中央公園グラウンド（山北）
ほか（雨天時は津山総合体育館）
定員　50人程度
申込期間　８月９日㈫～25日㈭
・・・・・・・・・・・・・・・・・
対象　市内在住の人
参加費　3,000円
申 込方法　スポーツ課に備え付けの申
込書（市ホームページから印刷可）
に必要事項を記入し、ファクスまた
は窓口で直接申し込む
※ 申し込み多数の場合は抽選
※ 参加費は傷害保険料を含む

 スポーツ課（津山総合体育館内）
　☎24-0202、 24-7235

（
有
料
広
告
）

広告の内容などについては、直接広告主へお問い合わせください。

（
有
料
広
告
）

広告の内容などについては、直接広告主へお問い合わせください。
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◇８月のこんにちは市役所さんの放送はありません
◆情報ホットライン：毎時57分～00分

※放送日時は変更になる場合があります

（
募
集
）

（
募
集
）

津
山
圏
域
消
防
組
合
職
員

受
験
資
格　

消
防
職
Ａ
＝
昭
和
63

年
４
月
２
日
〜
平
成
11
年
４
月

１
日
生
ま
れ
で
高
等
学
校
卒
業

程
度
以
上
の
学
力
を
有
す
る
人
、

消
防
職
Ｂ
＝
昭
和
63
年
４
月
２

日
以
降
生
ま
れ
で
救
命
救
急
士

の
免
許
を
有
す
る
人
、
ま
た
は

平
成
29
年
３
月
に
実
施
さ
れ
る

救
命
救
急
士
国
家
試
験
の
受
験

資
格
を
得
る
見
込
み
の
人

募
集
人
員　

消
防
職
Ａ
・
Ｂ
合
わ

せ
て
６
人
程
度

試
験
日
時　

９
月
18
日
㈰
午
前
９

時
〜

試
験
会
場　

津
山
工
業
高
等
学
校

（
山
北
）

受
付
期
間　

８
月
15
日
㈪
〜
25
日

㈭
午
後
５
時
15
分
必
着

※
出
願
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
津
山
圏
域
消
防
組
合
（
林
田
）

☎
31
‐
１
２
５
９

自
衛
官
（
航
空
学
生
、
一
般
曹
候

補
生
、
自
衛
官
候
補
生
男
女
）

応
募
要
件　

航
空
学
生
＝
高
等
学

校
卒
業
以
上
（
見
込
み
含
む
）

で
21
歳
未
満
、
一
般
曹
候
補
生
・

自
衛
官
候
補
生
男
女
＝
18
歳
〜

26
歳

締
め
切
り　

９
月
８
日
㈭

※
試
験
日
や
会
場
な
ど
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
津

山
出
張
所
（
山
下
）
☎
22
‐
５

６
３
７

県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー

農
業
大
学
校 

学
生

試
験
日　

推
薦
入
学
＝
９
月
24
日

㈯
、
一
般
入
学（
前
期
）＝
11
月

９
日
㈬
、
一
般
入
学（
後
期
）＝

平
成
29
年
１
月
25
日
㈬

専
攻　

果
樹
、
野
菜
、
花
き
、
和

牛
定
員　

35
人

※
出
願
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
農

業
大
学
校
（
赤
磐
市
）
☎
０
８

６
‐
９
５
５
‐
０
５
５
０

放
送
大
学 

10
月
入
学
生

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
Ｂ
Ｓ
放
送

や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通

し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

出
願
日
程　

１
回
目
＝
８
月
31
日

㈬
ま
で
、
２
回
目
＝
９
月
１
日

㈭
〜
20
日
㈫

内
容　

心
理
学
、
福
祉
、
経
済
、

歴
史
、
文
学
、
自
然
科
学
な
ど

※
出
願
方
法
や
資
料
の
請
求
方
法

な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

問
放
送
大
学
岡
山
学
習
セ
ン
タ
ー

（
岡
山
大
学
内
：
岡
山
市
）

　

☎
０
８
６
‐
２
５
４
‐
９
２
４
０

図
書
館
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー

参
加
者

と
き　

８
月
19
日
㈮
午
後
７
時
30

分
〜
８
時
30
分

と
こ
ろ　

市
立
図
書
館
（
ア
ル
ネ
・

津
山
４
階
）

内
容　

怖
い
本
の
読
み
聞
か
せ
、

夜
の
図
書
館
内
の
探
検
な
ど

対
象　

小
学
生（
保
護
者
同
伴
要
）

定
員　

60
人
（
先
着
順
）

申
込
期
間　

７
月
29
日
㈮
〜
８
月

12
日
㈮

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
市
立
図
書
館
☎
24
‐
２
９
１
９

星
を
観
る
会
２
０
１
６ 

参
加
者

と
き　

８
月
20
日
㈯
午
後
６
時
15

分
〜
８
時
15
分

と
こ
ろ　

津
山
市
加
茂
町
文
化
セ

ン
タ
ー
エ
ス
ぺ
リ
ア
（
加
茂
町

塔
中
）

定
員　

90
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

高
校
生
以
上
＝
５
百
円
、

　

小
学
生
〜
中
学
生
＝
３
百
円
、

未
就
学
児
＝
無
料

締
め
切
り　

８
月
18
日
㈭
午
後
５

時
※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
津
山
市
加
茂
町
文
化
セ
ン
タ
ー

　

☎
42
‐
７
０
３
１

恋
す
る
バ
ス
ツ
ア
ー
in
津
山

参
加
者

と
き　

８
月
28
日
㈰
午
前
９
時
〜

午
後
５
時

集
合
場
所　

衆
楽
公
園
駐
車
場

　
（
市
営
プ
ー
ル
跡
地
）

行
程　

ト
ヤ
の
夫
婦
滝
（
観
光
）

↓
日
本
料
理
（
昼
食
）
↓
勝
北

陶
芸
の
里
工
房
（
陶
芸
体
験
）

↓
土
産
巡
り
（
市
内
菓
子
店
）

対
象　

20
〜
45
歳
の
独
身
の
男
女

（
男
性
は
市
内
在
住
・
在
勤
）

定
員　

男
女
各
20
人

参
加
費　

３
５
０
０
円

締
め
切
り　

８
月
７
日
㈰

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
仕
事
・
移
住
支
援
室
☎
24
‐
３

６
３
３

す
ぐ
に
役
立
つ
料
理
教
室 

受
講
生

と
き　

10
月
３
日
㈪
〜
31
日
㈪
の

毎
週
月
曜
日
午
後
６
時
30
分
〜

８
時
30
分

と
こ
ろ　

津
山
勤
労
者
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
勝
部
）

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

材
料
費　

３
千
円
（
計
５
回
分
）

申
込
開
始
日　

８
月
22
日
㈪

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
津
山
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
☎
22
‐
５
４
５
０

津
山
洋
学
資
料
館
夏
休
み

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

参
加
者

と
き　

８
月
27
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

と
こ
ろ　

津
山
洋
学
資
料
館
（
西

新
町
）

内
容　

ス
ト
リ
ー
ト
オ
ル
ガ
ン
の

演
奏
会
、
か
ら
く
り
人
形
作
り

講
師　

橋
爪
宏
治
さ
ん
（
現
代
玩

具
博
物
館
・
オ
ル
ゴ
ー
ル
夢
館

館
長
）

対
象　

小
学
生
以
上
（
低
学
年
は

保
護
者
同
伴
要
）

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む

問
津
山
洋
学
資
料
館
☎
23
‐
３
３

２
４

親
子
料
理
教
室
パ
パ
と
お
や
つ

ク
ッ
キ
ン
グ 

参
加
者

と
き　

８
月
21
日
㈰
午
後
２
時
〜

４
時

と
こ
ろ　

津
山
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
「
さ
ん
・
さ
ん
」（
ア
ル

ネ
・
津
山
５
階
）

講
師　

砂
田
眞
紀
さ
ん
（
岡
山
県

栄
養
士
会
管
理
栄
養
士
）

献
立　

パ
ン
ケ
ー
キ
、
豆
腐
白
玉

入
り
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ
な
ど

対
象　

料
理
に
関
心
の
あ
る
男
性

保
護
者
と
そ
の
子
や
孫

定
員　

５
組
程
度

参
加
費　

１
組
４
百
円（
予
定
）

持
っ
て
く
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
手
拭
き
タ
オ
ル

申
込
方
法　

①
住
所
②
氏
名
③
年

齢（
学
年
）④
電
話
番
号
⑤
託
児

の
要
・
不
要
を
、
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
伝
え
、
申
し
込
む

締
め
切
り　

８
月
12
日
㈮

問
さ
ん
・
さ
ん
☎
31
‐
２
５
３
３
、

31
‐
２
５
３
４

み
ゅ
ー
じ
か
る
劇
団
き
ん

ち
ゃ
い
座 

公
演
出
演
者

平
成
29
年
の
秋
に
公
演
予
定
の

「
い
よ
ォ
ー
ッ
山
三
郎
！
」（
名
護

屋
山
三
郎
と
出
雲
阿
国
の
物
語
）

へ
の
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。

要
件　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
興
味
の

あ
る
人（
未
経
験
者
も
応
募
可
）

※
８
月
21
日
㈰
に
出
演
希
望
者
へ

の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

※
衣
装
・
道
具
作
り
の
ス
タ
ッ
フ

も
同
時
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
み
ゅ
ー
じ
か
る
劇
団
き
ん
ち
ゃ

い
座
（
か
ど
の
さ
ん
）
☎
０
９

０
‐
３
６
３
９
‐
６
７
５
１

岡
山
国
道
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

ロ
ー
ド 

参
加
団
体

８
月
の
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
に

合
わ
せ
、
国
道
の
美
化
・
清
掃
活

動
を
行
う
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

支
援
内
容　

清
掃
道
具
の
貸
与
、

種
苗
、
肥
料
、
ご
み
袋
な
ど
の

支
給
、
ご
み
処
理
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
保
険
費
の
支
給

※
応
募
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
国
土
交
通
省
岡
山
国
道
事
務
所

管
理
第
一
課
（
岡
山
市
）
☎
０

８
６
‐
２
１
４
‐
２
４
７
２

北
方
領
土
返
還
運
動

標
語
・
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

８
月
は
北
方
領
土
返
還
運
動
全

国
強
調
月
間
で
す
。
啓
発
運
動
の

た
め
の
標
語
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
方
法　

①
作
品
（
ひ
ら
が
な

で
読
み
方
を
記
載
）
②
郵
便
番

号
③
住
所
④
氏
名（
ふ
り
が
な
）

⑤
年
齢
⑥
性
別
⑦
電
話
番
号
⑧

職
業
を
明
記
し
、
郵
送
で
応
募

締
め
切
り　

９
月
30
日
㈮
（
当
日

消
印
有
効
）

問
〒
１
１
０
‐
０
０
１
４
東
京
都

台
東
区
北
上
野
１
‐
９
‐
12
住

友
不
動
産
上
野
ビ
ル
９
階
独
立

行
政
法
人
北
方
領
土
問
題
対
策

協
会
☎
０
３
‐
３
８
４
３
‐
３

６
３
０

美作大学公開講座「郷土の先人たちへ思いを馳せる」
日 内容 講師

９月３日㈯ 蘭学の始まりと津
山の洋学 津山洋学資料館学芸員

９月17日㈯ 宇田川榕
よう

菴
あん

の世界
津山洋学資料館学芸員、
藤井わか子さん（同短期大学
部教授）

10月１日㈯ 箕
みつくり

作秋吉の音楽を
楽しむ

横川知之さん（同短期大学部
教授）、木暮朋佳さん（同短期
大学部准教授）、鈴木雪絵さん・
長尾千枝さん（同大学非常勤
講師）、松本幸恵さん（クラリ
ネット演奏家）

10月15日㈯ 箕作秋吉とその時
代の音楽を楽しむ

木暮朋佳さん、鈴木雪絵さん、
長尾千枝さん

時間　全回＝午前10時～正午　ところ　美作大学（北園町）
受講料　1,000円　定員　50人（応募者多数の場合は抽選）
申 込方法　①氏名②住所③生年月日④電話番号を、電話、ファ
クス、Ｅメール、郵送または直接伝え、申し込む
締め切り　８月25日㈭
 〒708-8511津山市北園町50美作大学
　☎22-7718、 23-6936、 soumu@mimasaka.ac.jp

（
有
料
広
告
）

広告の内容などについては、直接広告主へお問い合わせください。広告の内容などについては、直接広告主へお問い合わせください。

（
有
料
広
告
）
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（
講
座
・
講
演
会
、
イ
ベ
ン
ト
）

（
募
集
、
講
座
・
講
演
会
）

福
祉
の
職
場
見
学
・

体
験
ツ
ア
ー 

参
加
者

と
き　

８
月
18
日
㈭
午
前
９
時
〜

午
後
４
時

集
合
場
所　
Ｊ
Ｒ
津
山
駅

見
学
先　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

高
寿
園
、
セ
ル
プ
み
の
り
な
ど

対
象　

小
学
４
年
〜
中
学
３
年
生

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
岡
山
県
社
会
福
祉
協
議
会
（
き

ら
め
き
プ
ラ
ザ
内
：
岡
山
市
）

☎
０
８
６
‐
２
２
６
‐
３
５
０
７

ふ
る
さ
と
作
州
の
つ
ど
い

参
加
者

首
都
圏
在
住
の
津
山
圏
域
（
津

山
市
、
鏡
野
町
、
勝
央
町
、
奈
義

町
、
久
米
南
町
、
美
咲
町
）
出
身

者
や
、
岡
山
県
北
に
ゆ
か
り
の
あ

る
人
同
士
が
交
流
を
深
め
る
集
い

で
す
。

該
当
す
る
人
が
周
り
に
い
る
人

は
、
ぜ
ひ
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

と
き　

11
月
12
日
㈯
午
後
６
時
30

分
〜
８
時
40
分

と
こ
ろ　

東
海
大
学
校
友
会
館

　
（
東
京
都
）

会
費　

６
千
円

申
込
方
法　

①
氏
名
②
住
所
③
出

身
地
④
電
話
番
号
を
、
フ
ァ
ク

ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
伝
え
、

申
し
込
む

締
め
切
り　

８
月
31
日
㈬

問
ふ
る
さ
と
作
州
の
つ
ど
い
実
行

委
員
会
（
津
山
広
域
事
務
組
合

：
津
山
圏
域
雇
用
労
働
セ
ン
タ

ー
内
）
☎
24
‐
３
６
３
３
、

　

22
‐
９
６
４
７
、

koyou
@
tvt.ne.jp

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊

友
好
親
善
事
業 

参
加
者

戦
没
者
遺
児
が
旧
戦
地
を
訪
れ

て
慰
霊
を
追
悼
し
、
地
域
の
住
民

と
友
好
親
善
を
図
る
事
業
で
す
。

参
加
費　

１
人
10
万
円

対
象
地
域　

旧
満
州
、旧
ソ
連
、西

部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
マ
リ
ア
ナ

諸
島
、ト
ラ
ッ
ク
・
パ
ラ
オ
諸
島
、

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ボ
ル
ネ

オ
・
マ
レ
ー
半
島
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、

台
湾
・
バ
シ
ー
海
峡
、
中
国
、

ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島
、
マ
ー
シ
ャ

ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島

※
参
加
資
格
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
岡
山
県
遺
族
連
盟
（
岡
山
市
）

☎
０
８
６
‐
２
７
１
‐
７
１
７
５

講
座
・
講
演
会

津
山
市
文
化
協
会
文
化
講
座

■
芸
術
文
化
と
ま
ち
づ
く
り　

ア

ー
ト
で
ま
ち
を
元
気
に

と
き　

８
月
21
日
㈰
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

と
こ
ろ　

市
立
図
書
館

講
師　

古
賀
弥
生
さ
ん
（
ア
ー
ト

サ
ポ
ー
ト
ふ
く
お
か
代
表
）

■
大
人
の
書
道
講
座　

書
を
愉た
の

し

も
う

と
き　

８
月
27
日
㈯
午
後
２
時
〜

３
時
30
分

と
こ
ろ　

津
山
市
総
合
福
祉
会
館

講
師　

今
井
烏
石
さ
ん
（
県
北
書

作
家
協
会
会
長
）

問
文
化
課
☎
32
‐
２
１
２
１

男
女
共
同
参
画
「
さ
ん
・
さ
ん
」

セ
ミ
ナ
ー

歴
史
上
の
２
人
の
女
性
が
果
た

し
た
政
治
的
な
役
割
を
学
び
ま
す
。

と
き　

８
月
27
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

と
こ
ろ　

さ
ん
・
さ
ん

演
題　

女
た
ち
の
江
戸
時
代　

お

江
と
春
日
局

講
師　

大
野
瑞
男
さ
ん
（
東
洋
大

学
名
誉
教
授
）

定
員　

40
人

申
込
方
法　

①
住
所
②
氏
名
③
電

話
番
号
④
託
児
の
要
・
不
要
を
、

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

ま
た
は
直
接
伝
え
、
申
し
込
む

締
め
切
り　

８
月
20
日
㈯

問
さ
ん
・
さ
ん
☎
31
‐
２
５
３
３
、

31
‐
２
５
３
４
、sun-sun

@
city.tsuyam

a.okayam
a.

jp農
業
支
援
型
体
験
セ
ミ
ナ
ー

農
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

と
き　

８
月
30
日
㈫
〜
９
月
８
日

㈭
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

津
山
圏
域
雇
用
労
働
セ

ン
タ
ー
、ま
ほ
ら
フ
ァ
ー
ム（
野

村
）、
農
家
（
加
茂
町
齋
野
谷
）

対
象　

津
山
圏
域
内
の
求
職
者
ま

た
は
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
希
望
者
で
、

全
日
程
を
受
講
で
き
る
人

定
員　

５
人

締
め
切
り　

８
月
10
日
㈬
午
後
５

時
※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
津
山
市
地
域
雇
用
創
造
協
議
会

（
津
山
圏
域
雇
用
労
働
セ
ン
タ

ー
内
）
☎
24
‐
３
６
３
３

岡
山
も
の
づ
く
り
人
材
育
成
事
業

金
属
加
工
や
溶
接
分
野
の
人
材

を
育
成
す
る
講
座
で
す
。
研
修
期

間
中
は
給
料
が
支
給
さ
れ
、
研
修

終
了
後
、
市
内
の
関
連
企
業
へ
の

正
規
雇
用
を
目
指
し
ま
す
。

と
き　

10
月
〜
平
成
29
年
１
月

　
（
座
学
実
習
＝
３
カ
月
、
企
業

実
習
＝
１
カ
月
）

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
仕
事
・
移
住
支
援
室
☎
24
‐
３

６
３
３

美
作
学
講
座 

江
戸
時
代
の

津
山
の
鮎
・
簗や

な

と
藩
主

と
き　

８
月
27
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

と
こ
ろ　

美
作
大
学

講
師　

東
昇
さ
ん
（
津
山
市
史
近

世
編
執
筆
者
）

定
員　

１
２
０
人（
当
日
先
着
順
）

問
生
涯
学
習
課
☎
32
‐
２
１
１
８

難
削
材
加
工
技
術
者
育
成
研
修

と
き　

８
月
23
日
㈫
、
24
日
㈬
、

11
月
10
日
㈭
、
11
日
㈮
、
12
日

㈯
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

市
役
所
東
庁
舎
１
階
Ｅ

１
０
１
会
議
室
、
ポ
リ
テ
ク
セ

ン
タ
ー
岡
山
（
岡
山
市
）

対
象　

津
山
圏
域
内
の
企
業
で
中

核
的
な
人
材
と
な
る
予
定
で
あ

り
、
全
日
程
を
受
講
で
き
る
人

定
員　

10
人

締
め
切
り　

８
月
10
日
㈬
午
後
５

時
※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
津
山
市
地
域
雇
用
創
造
協
議
会

☎
24
‐
３
６
３
３

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
講
演
会

と
き　

８
月
27
日
㈯
午
後
２
時
〜

４
時

と
こ
ろ　

市
立
図
書
館

演
題　

介
護
を
す
る
人
の
ス
ト
レ

ス
ケ
ア　

怒
り
の
感
情
と
上
手

に
つ
き
あ
う
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト

講
師　

石
井
香
里
さ
ん
（
有
限
会

社
ア
ク
テ
ィ
代
表
取
締
役
）

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
窓
口
で

直
接
申
し
込
む

締
め
切
り　

８
月
26
日
㈮

問
市
立
図
書
館
☎
24
‐
２
９
１
９

イ
ベ
ン
ト

消
防
・
防
災
展

と
き　

８
月
27
日
㈯
午
前
10
時
〜

午
後
６
時

と
こ
ろ　

イ
オ
ン

　

モ
ー
ル
津
山

　
（
河
辺
）

内
容　

子
ど
も
消

　

防
写
生
大
会
の

　

作
品
展
、
防
災
パ
ネ
ル
展
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
講
習
な
ど

問
危
機
管
理
室
☎
22
‐
１
１
９
０

津
山
コ
ス
プ
レ
ま
つ
り

と
き　

８
月
27
日
㈯
午
前
９
時
〜

＝
コ
ス
プ
レ
撮
影
会
、
午
後
１

時
〜
＝
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

と
こ
ろ　

津
山
文
化
セ
ン
タ
ー

　
（
山
下
）

参
加
費　

無
料
（
整
理
券
要
）

問
津
山
文
化
セ
ン
タ
ー
☎
22
‐
７

１
１
１

手
作
り
発
表
会
vol.
２

と
き　

８
月
28
日
㈰
午
前
10
時
〜

＝
午
前
の
部
（
カ
ラ
オ
ケ
）、

午
後
１
時
30
分
〜
＝
午
後
の
部

（
フ
リ
ー
ジ
ャ
ン
ル
）

と
こ
ろ　

ベ
ル
フ
ォ
ー
レ
津
山

　
（
ア
ル
ネ
・
津
山
７
階
）

内
容　

歌
、
ダ
ン
ス
、
演
奏
な
ど

観
覧
料　

無
料

問
ベ
ル
フ
ォ
ー
レ
津
山
☎
31
‐
２

５
２
５

津
山
市
地
産
地
消
セ
ン
タ
ー

「
サ
ン
ヒ
ル
ズ
」
大
お
盆
市

と
き　

８
月
６
日
㈯
午
前
９
時
〜

と
こ
ろ　

サ
ン
ヒ
ル
ズ
（
大
田
）

内
容　

お
盆
用
の
花
や
地
元
農
産

物
・
加
工
品
の
販
売
、
焼
き
そ

ば
・
か
き
氷
の
即
売
な
ど

問
サ
ン
ヒ
ル
ズ
☎
27
‐
７
１
３
１

作
州
津
山
宮
川
朝
市

と
き　

８
月
11
日
㈷
午
前
７
時
〜

10
時

と
こ
ろ　

宮
川
河
川
敷
・
城
北
橋

西
詰
（
山
北
）

問
み
ら
い
産
業
課
☎
32
‐
２
１
７

８加
茂
の
朝
市

と
き　

８
月
21
日
㈰
午
前
８
時
〜

９
時

と
こ
ろ　

加
茂
町
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

問
公
益
社
団
法
人
津
山
市
観
光
協

会
北
支
部
☎
42
‐
７
０
１
１

2016プレナス
なでしこリーグカップ２部

とき　８月６日㈯午後３時キックオフ
ところ　津山陸上競技場（志戸部）
入場料　一般（当日券）＝1,000円
　　　　一般（前売券）＝700円
　　　　中学・高校生＝500円
　　　　小学生以下＝無料
※ チケットの購入方法など、詳しくは、なで
しこリーグホームページをご覧いただくか、
お問い合わせください
 シャルム事務局（高梁市）
　☎0866-22-9403

ＦＣ吉備国際大学CC
シ ャ ル ムシ ャ ル ム

harmeharme
ＶＳＶＳ

セレッソ大阪堺レディース

（
有
料
広
告
）

広告の内容などについては、直接広告主へお問い合わせください。

（
有
料
広
告
）

広告の内容などについては、直接広告主へお問い合わせください。
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8月
 健康増進課☎32-2069

　腕を上げたり、背中に回した時に、肩に痛みを感じることはありませんか。痛みを感じる人は“肩関節周囲
炎（五十肩）”の可能性があります。これは肩関節の骨や軟骨、靭

じんたい

帯の老化現象によって、周辺の組織に炎症
を起こすことが原因の一つといわれ、肩から腕にかけての痛みと関節の動きが悪くなる症状を引き起こします。

地震災害に便乗した悪質商法にご用心！
【事例】
自治体の契約業者だと名乗る男が、突然、自宅
にやってきて、家屋の無料点検をしてあげると言
って床下に入りました。その後「このままでは家
が倒れます。熊本のような地震が来たらひとたま
りもありませんよ」と、高額な耐震工事の見積も
りを出してきました。自治体の契約業者というこ
となので、信用しても良いでしょうか。

【注意】
自治体が被災家屋の危険度診断をする場合もあ
りますが、工事業者の紹介や無料点検業者を派遣
することはありません。点検を頼んでもいないの
に押しかけてきて、契約を迫る業者には注意して
ください。
万が一、契約してしまった場合でも、クーリン
グ・オフなどを使って契約を取り消すことができ
る場合があります。お早めにご相談ください。

肩関節周囲炎（五十肩）肩関節周囲炎（五十肩）
　について知ろう！　について知ろう！＜導入編＞ Let’sExerc  se

　肩に痛みを感じる人
は整形外科へ受診し、
適切な診断を受けるこ
とが大切です。

津山市青少年育成センター
市役所東庁舎３階☎3

さあいざ、はろーごー

1-8650

学校のこと、友だちのこと、
　青少年の悩みごと、
　　　　　ご相談ください

「有意義な夏休みにするために」
　子どもたちは、夏休みを楽しみにしているでし
ょうか。楽しみにしていた夏休みに「早く寝なさ
い」「早く起きなさい」「宿題はやったの？」とい
うような声掛けばかりでは、親子ともにうんざり
ですね。
　小言を減らして親子で気持ち良く顔を合わせら
れるようにするためにも、夏休み前に、家庭で話
し合いながら、具体的な約束事を一つか二つ決め
て、家族で取り組んでみてはいかがでしょうか。
　例えば、朝食を家族そろってとる、外出する時
には行き先を告げる、夜間の外出は避ける、あい
さつは相手の目を見てする、スマートフォンを使
う時間を守る、時間を決めて勉強するなど、具体
的な家庭のルールを作って守ることで、夏休みに
規則正しい生活を送ることができると思います。
家庭や社会のルールを守って、有意義な夏休みに
しましょう。

こんな時、肩に痛みを感じますか？

肩関節周囲炎（五十肩）は自然に治る？
　時間が経つと自然に治るともいわれますが、放置
しておくと日常生活で不自由を感じる可能性があり
ます。一般的に最も痛みを感じる急性期は安静にし、
痛みが治まった時に無理のない範囲で動かすことが
大切です。

次回予告
次回のレッツエクサ
サイズでは、肩関節
周囲炎（五十肩）に
悩んでいる人に効果
的な体操をご紹介し
ます。お楽しみに！

高い所にあるものを高い所にあるものを
取るとき取るとき 手を後ろに回したとき手を後ろに回したとき

？？

健康増進課　髙谷作業療法士健康増進課　髙谷作業療法士

北小学校10:00～10:40 ⇒総社東第二遊園地11:10～11:40 ⇒高田小学校13:00～13:30 ３日㈬
高倉小学校10:15～10:45 ⇒衆楽公園駐車場（市役所東側）12:00～13:10 ⇒小原会館14:00～14:40 ⇒院庄公民館15:20～16:20 ４日㈭
成名小学校10:15～11:00 ⇒清泉小学校13:00～13:40 ⇒大崎小学校14:40～16:15 ５日㈮
ときわ園9:50～10:20 ⇒高野公民館11:10～11:50 ⇒広野小学校13:00～13:30 ⇒弥生小学校14:30～16:20 ８日㈪
佐良山小学校10:00～10:40 ⇒津山口駅前11:05～11:35 ⇒一宮小学校12:50～13:30 ⇒林田小学校14:30～16:00 ９日㈫
勝加茂小学校10:15～11:00 ⇒新野小学校13:00～13:30 ⇒広戸小学校14:30～16:00 18日㈭
喬松小学校10:15～10:45 ⇒道の駅「久米の里」11:25～12:00 ⇒誠道小学校13:00～13:40 ⇒田邑公民館15:00～16:00 19日㈮
阿波公民館10:35～11:00 ⇒旧ＪＡ上加茂11:25～11:50 ⇒加茂小学校13:00～13:40 ⇒めぐみ荘14:00～15:00 23日㈫
向陽小学校10:15～10:45 ⇒鶴山小学校13:00～14:00 ⇒塩手荘14:40～15:10 24日㈬
秀実小学校10:15～11:00 ⇒中正小学校12:50～13:20 29日㈪
河辺小学校10:15～10:45 ⇒東小学校13:00～13:45 31日㈬

困ったときの相談先　市民相談室☎32-2057、
　 土・日曜日は県消費生活センター
　☎086-226-0999

ズキッ

ズキッ

中央児童館（山北）
午前10時～午後５時 ☎ 22-2099

● わくわく☆工作大作戦　とき：24日㈬10：00～12：00
講師：美作大学ボランティアセンター所属の学生

　対象：小学生　定員：10人程度（先着順）
　受付：10日㈬10：00～
● おうさまのサイエンスショー　とき：９月３日㈯13：
30～14：30　講師：内田正夫さん（人と科学の未来
館サイピア職員）　対象：５歳～小学生

　申し込み：不要

南（ワイワイ）児童館（横山）
午前10時～午後５時 ☎ 24-4400

●プラバンあそび　とき：３日㈬10：00～12：00
　対象：小学生　定員：15人　参加費：100円
　受付：７月23日㈯10：00～（電話のみ）
●絵本タイム　とき：４日㈭13：15～13：45
●ブラックシアター　とき：26日㈮10：00～11：00
　ところ：福岡会館（横山）

加茂（ぐりむ）児童館（加茂町中原）
午前10時～午後５時 ☎ 42-3168

● お話タイム
　とき：５日㈮13：15～13：45、18日㈭11：00～11：30
● ９月のカレンダーづくり　とき：14日㈰13：30～14：
30　定員：10人（先着順）　受付：２日㈫～

●手型・足型アート　とき：22日㈪10：30～12：00
　対象：幼児と保護者

阿波児童館（阿波） ☎ 46-2076
月・水・木・金曜日 午後１時～５時　
● わくわくタイム　とき：５日㈮～12日㈮の開館日14：
00～15：00　内容：しゃぼん玉で遊ぼう　対象：未
就園児と保護者

●ふれあいデー　とき：19日㈮14：00～15：30
　内容：身近な物を使った簡単な工作

休
館
日

中 央児童館・南児童館・加茂児童館
　 １日㈪、８日㈪、12日㈮、15日㈪、21日㈰、
29日㈪

市立図書館（アルネ・津山４階）
午前10時～午後７時 ☎ 24-2919

●小さな子どものえほんのじかん
　とき：毎週水曜日10：30～11：00
●木曜ビデオ館　とき：毎週木曜日14：30～
　内容：４日「道行抄「かくれ里」を旅する 花の巻」
　 11日「やーさんひーさんしからーさん」、18日「ノ
モンハンの夏」、25日「仏教伝来と聖徳太子」

●夏休み工作教室「ちぎり絵で夏の花などを作ろう」
　とき：２日㈫13：00～15：00
●夏休みのおはなし会　とき：５日㈮14：00～15：00
●むかし話を聞く会　とき：６日㈯14：00～14：30
● ファミリーシアター　とき：７日㈰14：30～「ラブ
ラボ」、14日㈰14：30～「干からびた象と象使いの話」
●おはなし会　とき：18日㈭11：00～11：30
●ライブラリーコンサート・夏
　とき：20日㈯14：00～14：40

加茂町図書館（加茂町塔中）
午前10時～午後６時 ☎ 42-7032

●昔話のおはなし会　とき：13日㈯10：30～11：00
●子ども絵てがみ教室　とき：19日㈮14：00～16：00
●おはなし会　とき：28日㈰10：30～11：00

勝北図書館（新野東）
午前10時～午後６時 ☎ 36-8622

●おはなしタイム
　とき：４日㈭・21日㈰10：30～11：00
●みんなで楽しむ昔ばなし　とき：６日㈯11：00～12：00
● 子ども図書館フェスティバル
　とき：11日㈷10：30～12：30
　 内容：おはなし会、ＵＶレジン（透明な樹脂）でス
トラップづくり　※ストラップづくりのみ事前申し
込み要
●昔ばなしのじかん　とき：27日㈯14：00～14：30

久米図書館（中北下）
午前10時～午後６時 ☎ 57-3444

●よるの図書館　とき：５日㈮18：30～20：00
●押し花でカレンダーをつくろう！
　とき：20日㈯13：30～15：00

休
館
日

市立図書館：30日㈫
加茂町・勝北・久米図書館：１日㈪、８日㈪、
　12日㈮、15日㈪、22日㈪、29日㈪、30日㈫

●児童館情報は、市ホームページで 児童館 検索●図書館情報は、市ホームページで 図書館 検索
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8月月救急医療案内
☎23-9910

小児救急医療電話相談☎＃８０００
土・日・祝18：00～翌８：00、平日19：00～翌８：00

休日診療　
津山市医師会 検索

行
室
報
広
書
秘

あて先は見本 
のとおりに書 
くだけでＯＫ 

※お便りの内容は広報紙やホームページで 
　紹介させていただくことがあります 

絵を描いたはがきに　①氏名とふりがな・ペンネーム可 
②年齢（学生は学校名と学年も）を記入してください 

※掲載された人には粗品を贈呈します 
※希望者には作品を返却します 法

方
募
応

 

正解者の中から抽選 
で５人に当たる！ 

問
今月号の特集「次世代につなぐ
○○への思い」
○に入る漢字２文字は？

６月号の正解

　　　　　　応募方法 

記念品 

締め切り 

防災（応募40人、正解39人）
当選者の発表は、記念品の発送をもってかえさせ
ていただきます。

①答え  ②記事の感想や市政へのご意見 
③次のⒶ～Ⓓの記念品の中から１つを書いて、
秘書広報室へ応募してください。

平成28年８月20日㈯当日消印有効 

Ⓐ図書カード　Ⓑ津山洋学資料館招待券（2枚）
Ⓒあば温泉無料入浴券（5枚）
Ⓓ百々温泉めぐみ荘無料入浴券（5枚）

現
在
の
国
道
53
号
新
大
橋
付
近

（
大
正
末
期
〜
昭
和
初
期
）

あ
の
頃
の
津
山

写
真
提
供
・
江
見
写
真
館

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
す
る
懐
か
し
い

津
山
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す

問
津
山
郷
土
博
物
館

☎
22 - 

４
５
６
７

現在の新大橋付近の様子現在の新大橋付近の様子

元気な子どもを育てるために
内　容 と　き 時　間

乳 児 健 診 ９日㈫、10日㈬
13:00～13:30１歳６カ月健診 ２日㈫、３日㈬、５日㈮

３ 歳 児 健 診 23日㈫、24日㈬、26日㈮
ところ　津山すこやか・こどもセンター

高齢者歯科検診
と　き と　こ　ろ

７日㈰ 9:00～12:00 津山歯科医療センター（沼）
対象　65歳以上の人（予約要）
申込先　津山歯科医療センター☎22-4021
はっぴー子育て教室（ハーフバースデイ記念）

と　き と　こ　ろ
17日㈬ 13:30～15:00 津山すこやか・こどもセンター
内容　身体測定、情報交換、保育士によるふれあい遊び
対象　第１子の７カ月児（平成28年１月生まれ）
持ってくるもの　親子健康手帳、おむつ、ミルクなど

子どもを虫歯から守る学習会
と　き と　こ　ろ

21日㈰ 9:30～12:00 津山歯科医療センター
対象　未就学児と保護者
申込先　津山歯科医療センター☎22-4021

相　　談

 健康増進課☎32-2069
※料金を掲載していないものは無料です

相　談　名 と　き と　こ　ろ 問い合わせ先
育児相談・健康相談 毎週月曜日 10：00～11：30 津山すこやか・こどもセンター 健康増進課☎32-2069
女性の悩みごと相談 毎週水曜日 10：00～16：00 津山男女共同参画センター

「さん・さん」 さん・さん☎31-2533
女性と子どもの法律
相談（無料・予約要）１日㈪、15日㈪ 13：30～16：40 津山すこやか・こどもセンター こども課☎32-2065

鶴山塾教育相談 毎週火・木曜日 13：30～16：30、19日㈮ 
13：30～15：30、25日㈭ 10：00～12：00 教育相談センター「鶴山塾」 鶴山塾☎22-2523

司法書士法律相談
（無料・予約要） ３日㈬、17日㈬ 13：30～15：30 環境生活課

（市役所１階１番窓口） 環境生活課☎32-2057

福祉総合相談会 10日㈬ 10：00～15：00 津山市総合福祉会館 津山市社会福祉協議会
☎23-5135

行政相談
17日㈬ 10：00～15：00 加茂町公民館 加茂支所市民生活課

☎32-7032
19日㈮ 10：00～15：00 津山市総合福祉会館 岡山行政評価事務所

☎086-231-4322
人権・行政・民生
合同相談 18日㈭ 9：00～12：00 勝北老人憩いの家 勝北支所市民生活課

☎32-7022
行政・民生合同相談 22日㈪ 10：00～15：00 久米支所 久米支所市民生活課

☎32-7011
住宅無料相談 25日㈭ 13：30～16：30 市役所１階市民ロビー 建築住宅課☎32-2099
※14ページのお知らせにも掲載があります

健　　康
離乳食教室

と　き と　こ　ろ
30日㈫ 10:00～12:00 津山すこやか・こどもセンター
内容　調理実習、試食、個人相談など
対象　７～11カ月児と保護者
定員　10人程度（予約要）
持ってくるもの　エプロン、三角巾、親子健康手帳など
申込先　健康増進課☎32-2069

妊婦ぽんぽこ学級
と　き と　こ　ろ

①９月９日㈮ 10:00～14:00 さん・さん（アルネ・津山５階）
②９月30日㈮ 13:30～16:00 津山すこやか・こどもセンター③10月16日㈰ 10:00～12:00
内 容　①バランスの良い食事づくり（栄養士の話と調理実
習）②お産に向けた準備（助産師の話と呼吸法）③赤ち
ゃんが生まれた時の準備（沐浴と赤ちゃんの泣き声体験
など）
対象　初産婦（できるだけすべての回にご参加ください)
定員　20人（予約要）
参加費　①のみ500円（調理実習代）
申込先　健康増進課☎32-2069

「愛の献血」にご協力を
と　き と　こ　ろ

26日㈮ 10:00～11:30
　　　 12:30～16:00

市役所１階市民ロビー
※400ml　献血のみの受付

▶
姫
野 

蔵
人
（
小
学
３
年
生
）

▲廣本 美智子（安岡町）

写
真
は
、
大
正
の
終
わ
り
か
ら
昭
和
の
初
め
ご
ろ
、
宮
川
と

吉
井
川
の
合
流
地
点
、
現
在
の
国
道
53
号
新
大
橋
付
近
を
現
在

の
作
陽
高
等
学
校
が
あ
る
辺
り
か
ら
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。写

真
の
奥
に
は
津
山
城
の
石
垣
が
見
え
、
そ
の
左
側
に
は
白

い
津
山
基
督
教
図
書
館
の
尖
塔
の
時
計
台
が
見
え
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
付
近
に
は
美
作
製
紙
も
し
く
は
、
浮
田
製
糸
の
工
場
か
ら

出
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
煙
が
勢
い
よ
く
噴
き
出
し
て
い
る

こ
と
が
見
て
取
れ
ま
す
。

写
真
下
の
河
川
敷
に
目
を
移
す
と
、
多
く
の
人
が
集
ま
っ
て

い
る
中
心
に
土
俵
の
よ
う
な
も
の
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
相
撲

の
興
業
が
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
見
物
客
が
観
戦
し
て
い
る
様

子
が
伺
え
ま
す
。
江
戸
時
代
に
は
、
こ
の
河
原
は「
追お

い

廻ま
わ
し

河が
わ
ら原
」

（
ま
た
は
「
覗の

ぞ
き

河が
わ
ら原
」）
と
呼
ば
れ
て
い
て
、
い
わ
ゆ
る
富
く
じ

に
あ
た
る
「
万ま

ん

人に
ん

講こ
う

」
と
い
う
も
の
が
行
わ
れ
、
開
催
時
に
は

こ
の
写
真
の
よ
う
に
、
大
勢
の
人
で
賑に

ぎ

わ
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

現
在
は
、
こ
の
場
所
に
は
国
道
53
号
が
通
り
、
交
通
の
要
衝

と
し
て
、
日
々
多
く
の
自
動
車
が
行
き
交
う
場
所
に
姿
を
変
え

て
い
ま
す
。
現
在
と
は
様
相
が
随
分
違
う
、
国
道
53
号
新
大
橋

付
近
の
様
子
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
一
枚
で
す
。

河川敷の相撲土俵部分を河川敷の相撲土俵部分を
拡大したもの拡大したもの

▶
松
田 

泉
（
桑
上
）
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先
日
、
職
場
の
先
輩
に
連
れ
ら
れ
て
、

初
め
て
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
に
行
き
ま
し
た
。

制
限
時
間
無
し
の
食
べ
放
題
・
飲
み
放

題
だ
っ
た
た
め
、
最
終
的
に
参
加
者
全

員
ぐ
っ
た
り
し
て
動
け
な
く
な
る
と
い

う
異
様
な
光
景
を
目
の
当
た
り
に
し
て

終
了
し
ま
し
た
。
夜
風
に
吹
か
れ
な
が

ら
美
味
し
い
料
理
と
飲
み
物
を
仲
間
と

囲
む
、皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
お
試
し
を
。（
Ｗ
）

―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・

　

雨
の
日
が
続
く
中
、
娘
が
て
る
て
る

坊
主
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
て
る
て
る

坊
主
の
顔
を
見
る
と
サ
ン
グ
ラ
ス
を
掛

け
て
い
ま
し
た
。
最
近
の
て
る
て
る
坊

主
は
か
な
り
期
待
で
き
そ
う
だ
な
と
思

い
ま
し
た
が
、
翌
日
は
雨
で
し
た
。
や

っ
ぱ
り
、
雨
男
の
子
は
雨
女
か
…
と
思

い
「
蛙か

え
る

の
子
は
蛙
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ

に
妙
に
納
得
し
た
瞬
間
で
し
た
。（
雨
）

―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・―

・

　

取
材
で
戦
争
を
実
際
に
体
験
さ
れ
た

方
か
ら
直
接
お
話
を
伺
っ
て
、
改
め
て

平
和
の
大
切
さ
や
命
の
尊
さ
に
つ
い
て

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
数
日
後
、

自
分
が
戦
場
に
い
る
夢
を
見
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
ど
う
や
っ
て
生
き
て
い
け
ば

い
い
の
だ
ろ
う
か
…
。
ハ
ッ
と
、
目
が

覚
め
た
時
、
胸
が
す
ご
く
ド
キ
ド
キ
し

て
い
ま
し
た
。
夢
で
良
か
っ
た
。（
♨
）

今月の表紙
や
っ
た
！

　

い
っ
ぱ
い
取
れ
た
よ
〜

横
野
の
滝 

そ
う
め
ん
流
し

６
月
18
日
（
上
横
野
）

sparkling tsuyama people

一般社団法人　津山青年会議所

理事長 菅田 拓平 さん
一般社団法人　津山青年会議所
　城下町つやま未来創造委員会

委員長 小笠原 翔太 さん

「城熱！！津山城かるた」を作ろうと思ったきっかけは？
　津山への郷土愛や誇りを持つ人をもっと増やしたいと思った
ことがきっかけです。津山で生まれ育った人から「津山には何
もない」という声を聞くことがあり、本当に何もないのか、何
かあるんじゃないかと、いつも疑問に感じていました。
　そんな中、津山城についての講演を聴き、津山には津山城と
いう素晴らしいものがあるのに、その良さを知らないから「何
もない」と言っていることに気付きました。
　そこで、子どもからお年寄りまでが一緒に遊びながら、地域
の宝である津山城について学ぶことができるかるたを作製しよ
うと考え、協力してくれる人を募集しました。

「城熱！！津山城かるた」の特徴は？
　かるたの絵は、応募してくれた津山圏域の高校生たちが作製
しました。津山城についての説明会で学んだ後、自ら調べ、構
図などを考えた上で作製しているので一枚一枚に工夫を凝らし
てあり、個性豊かな絵になっています。また、句は津山青年会
議所が担当しました。句の中には「三本で 地震に耐えるよ 添
え柱」「大隅の 社へ移りし 北の門」など、当時の建築技術の高
さや、津山の歴史などにも触れることができます。

この活動を通じて津山の皆さんに伝えたいことは？
　普段、生活していて当たり前のように思うものでも、詳しく
知ることで、実は素晴らしいものだと気付きます。津山の皆さ
んに、この「城熱！！津山城かるた」をきっかけにして、自分が
住んでいるまちの良いところを知ることで、さらに津山への愛
着や誇りを持ってもらいたいです。

津山圏域の放課後児童クラブや児童館へ
贈られた「城熱！！津山城かるた」。
津山観光センターで好評販売中！

一般社団法人　津山青年会議所とは
　津山圏域（津山市、美咲町、鏡野町、
奈義町、久米南町、勝央町）を活動範
囲とし、活気に満ちたまちの未来を見
据え、「明るい豊かな社会」を実現す
るため、次世代の担い手となる責任感
を持った20～40歳の青年が参加して
いる団体です。
※ 入会方法や活動内容など、詳しくは
お問い合わせください
 津山青年会議所☎22-6713

　昨年、津山城の魅力が学べる「城
じょうねつ

熱 ！！津山
城かるた」を津山圏域の高校生たちと作製。
まちに愛着と誇りを持つ人を増やすための取
り組みとして高く評価され、今年の５月に開
催された第35回全国城下町シンポジウム彦
根大会（滋賀県）で最優秀賞を受賞した。

菅田さん菅田さん 小笠原さん小笠原さん ※背景は合成です※背景は合成です
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